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字種 　・业 　　 夕　 夕又 強又 強　 　
發 　*91 *7 *19 *36
祭 *14　*92 　*93　*94 　*95 (　) *18
際 *10 *7 *11 *18





葵 *26 　*97 　*98
　 　 　
7 HNG:賢劫經卷二 (正倉院本) 10 HNG:妙法蓮華經卷五 (今西本) 11 HNG:妙法蓮華經卷三 (守屋本)
14 HNG:漢書楊雄傳 (上野本) 18 HNG:開成石經論語 19 HNG:開成石經周易
26 HNG:齊民要術卷五（高山寺本） 28 HNG:華嚴孔目 (高山寺本) 30 HNG:法藏和尚傳（高山寺本）
33 HNG:日本書紀 卷二十四 (岩崎本) 36 HNG:日本書紀 卷二十四 (兼右本) 91 U+2D6C1 92 登記統一文字 01065000
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〈⺁/厂〉 → ⺁ , 厂
〈肯/火〉 → 肯 , 火
〈菰/　〉 → 菰 , 　
〈爫/強〉 → 〈爫/⺥/⺤〉 , 強/　
〈癶/巧〉 → 〈癶/　〉 , 〈巧/鮫/　〉
〈丂/　〉 → 丂 , 　
〈　/厂〉 → 　 , 厂
〈匁/往〉 → 匁 , 往
〈㕣/　〉 → 㕣 , 　
〈　/　/　〉 → 　 , 　 , 　
〈　/　/　〉 → 　 , 　, 〈㞷/　〉
〈喦/嵒〉 → 喦 , 嵒
〈尿/懼〉 → 尿 , 懼
〈　/　〉 → 〈　〉 , 〈　〉






4 抽象文字粒度 ID 素性の拡張
従来、CHISE では抽象文字粒度よりも荒い包摂粒
度として超抽象文字粒度が存在し、BUCS [5] に基づ

















4.1 包摂規準に基づく抽象文字粒度の ID 素性
包摂規準に基づく抽象文字粒度のオブジェクト
（ID 素性）としては、従来、JIS X 0208:1997/0213
の各符号位置の包摂範囲に基づくものとして、
=>jis-x0208 JIS X 0208 の抽象文字を示す ID 素
性。JIS X 0208:1997 と JIS X 0213:2000/2004
で包摂範囲に変化がないものを示す。
=>jis-x0208@1997 JIS X 0208:1997 の抽象文字
を示す ID 素性。JIS X 0208:1997 の包摂規準
に基づく。
=>jis-x0213-1 JIS X 0213 第 1 面の抽象文字を
示す ID 素性。JIS X 0213:2000/2004 で包摂範
囲に変化がないものを示す。
=>jis-x0213-1@2000 JIS X 0213:2000 の第 1 面
の抽象文字を示す ID素性。JIS X 0213:2000の
包摂規準に基づく。
=>jis-x0213-1@2004 JIS X 0213:2004 の第 1 面
の抽象文字を示す ID素性。JIS X 0213:2004の
包摂規準に基づく。








る事実上の包摂規準と考えられる IWDS-1 *2 [2] を
採用し、これに対応する抽象部品を示す抽象文字粒








*2 IRG Working Document Series (IWDS) 1: List of
UCV (Unifiable Component Variations) of Ideograhs
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いものから 3 桁毎の自然数を繋げて表現することに
した。例えば、連番 54 と連番 56 を結合したものは























これは IWDS-1 の抽象部品や IWDS-1 から演繹
すると包摂されることになる複数の抽象文字を包摂
する抽象文字を指示するためのものである。
この ID 素性を用いることにより、UCS では異な
*3 なお、これは XEmacs CHISE の S 式による表現
であり、CHISE-wiki [6] (EST [7]) ではこの素性
対は http://www.chise.org/est/view/character/a.
iwds-1=37 という URL に対応する。
*4 CHISE-wiki では http://www.chise.org/est/view/
character/a.iwds-1=1132 という URL に対応する。
*5 CHISE-wiki では http://www.chise.org/est/view/
character/a.iwds-1=55346 という URL に対応する。

































*7 CHISE-wiki では http://www.chise.org/est/view/
character/a.ucs@iwds-1=0x9751 という URL に対応
する。
*8 CHISE-wiki では http://www.chise.org/est/view/
character/a.ucs@iwds-1=0x9AD8 という URL に対応
する。
*9 CHISE-wiki では http://www.chise.org/est/view/
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4.2.2 =>ucs@cognate 素性




























*10 CHISE-wiki では http://www.chise.org/est/view/
character/a.ucs@cognate=0x9149 という URL に対
応する。
*11 CHISE-wiki では http://www.chise.org/est/view/




CDP*12 と GT-K*13 および GlyphWiki [4] のグリ
フに対応した抽象部品オブジェクトによって表現す






















おいても UCS の符号位置に対して、IWDS-1 に基






[1] International Organization for Standardization
(ISO). Information technology — Universal
Coded Character Set (UCS), 2014 年 9 月.
ISO/IEC 10646:2014.
*12 台湾中央研究院 CDP 外字。CHISE での定義に基づく。
*13 GT 書体の部品文字セット
いものから 3 桁毎の自然数を繋げて表現することに
した。例えば、連番 54 と連番 56 を結合したものは























これは IWDS-1 の抽象部品や IWDS-1 から演繹
すると包摂されることになる複数の抽象文字を包摂
する抽象文字を指示するためのものである。
この ID 素性を用いることにより、UCS では異な
*3 なお、これは XEmacs CHISE の S 式による表現
であり、CHISE-wiki [6] (EST [7]) ではこの素性
対は http://www.chise.org/est/view/character/a.
iwds-1=37 という URL に対応する。
*4 CHISE-wiki では http://www.chise.org/est/view/
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*5 CHISE-wiki では http://www.chise.org/est/view/
character/a.iwds-1=55346 という URL に対応する。

































*7 CHISE-wiki では http://www.chise.org/est/view/
character/a.ucs@iwds-1=0x9751 という URL に対応
する。
*8 CHISE-wiki では http://www.chise.org/est/view/
character/a.ucs@iwds-1=0x9AD8 という URL に対応
する。
*9 CHISE-wiki では http://www.chise.org/est/view/
character/a.ucs@component=0x5341 という URL に
対応する。
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表 3 抽象部品オブジェクト用 ID 素性名
素性名 素性値 説明
=>jis-x0208 16進 (94× 94) JIS X 0208（共通部分）（4.1 節）
=>jis-x0208@1997 16進 (94× 94) JIS X 0208:1997（4.1 節）
=>jis-x0213-1 16進 (94× 94) JIS X 0213 第 1面（4.1 節）
=>jis-x0213-1@2000 16進 (94× 94) JIS X 0213:2000 第 1面（4.1 節）
=>jis-x0213-1@2004 16進 (94× 94) JIS X 0213:2004 第 1面（4.1 節）
=>jis-x0213-2 16進 (94× 94) JIS X 0213 第 2面（4.1 節）
=>iwds-1 10進 IWDS-1（4.1 節）
=>ucs@iwds-1 16進 (UCS) IWDS-1 に基づく UCS 抽象文字（4.2.1 節）
=>ucs@cognate 16進 (UCS) 同根部品を統合した UCS 抽象文字（4.2.2 節）
=>ucs@component 16進 (UCS) 筆法的変形を統合した UCS 抽象文字（4.2.3 節）
=>ucs-itaiji-001 16進 (UCS) GlyphWiki の uHHHH(H)-itaiji-001
=>ucs-itaiji-002 16進 (UCS) GlyphWiki の uHHHH(H)-itaiji-002
=>ucs-itaiji-003 16進 (UCS) GlyphWiki の uHHHH(H)-itaiji-003
=>ucs-itaiji-004 16進 (UCS) GlyphWiki の uHHHH(H)-itaiji-004
=>ucs-itaiji-005 16進 (UCS) GlyphWiki の uHHHH(H)-itaiji-005
=>ucs-itaiji-006 16進 (UCS) GlyphWiki の uHHHH(H)-itaiji-006
=>ucs-itaiji-007 16進 (UCS) GlyphWiki の uHHHH(H)-itaiji-007
=>ucs-itaiji-009 16進 (UCS) GlyphWiki の uHHHH(H)-itaiji-009
=>big5-cdp 16進 (Big5 PUA) 台湾中央研究院 CDP 外字
=>big5-cdp-itaiji-001 16進 (Big5 PUA) GlyphWiki の cdp-HHHH-itaiji-001
=>mj 10進 文字情報基盤
=>gt 10進 GT
=>gt-k 10進 GT 部品文字セット
=>daikanwa 10進 大漢和番号
=>daikanwa/ho 10進 大漢和番号（補巻）
=>cbeta 10進 CBETA 外字
=>ruimoku-v6 16進 (UCS PUA) 東洋学文献類目現行外字
[2] IRG Working Document Series. http:
//appsrv.cse.cuhk.edu.hk/~irg/irgwds.
html.
[3] Tomohiko Morioka. Multiple-policy character
annotation based on CHISE. Journal of the
Japanese Association for Digital Humanities,
Vol. 1, No. 1, pp. 86–106, 2015年 11月.
[4] 上地宏一. GlyphWiki. http://glyphwiki.
org/wiki/GlyphWiki.
[5] 情報処理学会. 符号化文字基本集合 Basic Subset
of Coded Character Sets, 2002 年. 情報処理学
会 試行標準 IPSJ-TS 0005:2002.
[6] 守岡知彦. CHISE のセマンティック Wiki 化の
試み. 情処研報, Vol. 2010-CH-87, No. 8, pp.
1–8, 2010年 7月.




ウムシリーズ, 第 2010 巻, pp. 33–40. 情報処理
学会, 情報処理学会, 2010年 12月.
[8] 守岡知彦. CHISE による HNG データ収録の試
み. 石塚晴通監修, 高田智和, 馬場基, 横山詔一
（編）, 漢字字体史研究 二— 字体と漢字情報, pp.
185–203. 勉誠出版, 2016年 11月月.
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